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【動機】

ササラダニのなかまはおもに森林の土壌をすみかとし、落ち葉などの有機物を食べて暮らしてい
るが、昨年の研究では、都市のビルの屋上に生息するササラダニがいることを発見した。なぜこ
れらのササラダニが、自然環境の豊かな森林ではなく、コンクリートに囲まれた非常に過酷な環
境をすみかとしているのか疑問をもち、さらにくわしく調査を行うことにした。

【方法】

都市にどのような種類のササラダニがすんでいるのかを明らかにするため、市街地の中心部にあ
るいくつかの建物の屋上や、その周辺の土地などを散策し、コンクリートの隙間のわずかなコケ
や土壌などを採取した。その後、採取した試料をツルグレン装置にかけてササラダニを抽出し、
種の同定を行った。

【結果】

調査の結果、６種＋２属(合計３９８頭)のササラダニを発見した。このうち、クワガタダニ属、モ
ンツキダニ、サカモリコイタダニ、シワイボダニの４種類は出現率が高く、発見されるササラダ
ニの大半を占めていた。また、クワガタダニ属やモンツキダニは自然界の幅広い環境に適応して
暮らしており、サカモリコイタダニやシワイボダニは火山や海岸など自然環境の厳しい場所を生
息地としている可能性があることがわかった。

【まとめ】

クワガタダニ属とモンツキダニは環境の変化に対する適応力が高い種類であり、都市の厳しい環
境にも適応して生き残ることができたと考えられる。一方で、サカモリコイタダニとシワイボダ
ニは過酷な自然環境で生きることに特化した種であり、都市の環境が自然界の生息地の環境と似
ていたため、都市に入り込んできてすみついたと考えられる。

【展望】

研究を通して、ササラダニはその土地の自然の豊かさを教えてくれる生物であることが実感でき



た。近年では持続可能な社会の実現に向けた取り組みとして、多くの都市で自然と共生するまち
づくりが進められている。都市で生きるササラダニの調査をさらに進め、新しい時代のまちづく
りに貢献できるような研究につなげていきたい。
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